
１．はじめに

車両開発期間短縮のため，効率的な車内音色改
善手法が求められている。本研究では，音色分析
と音色シミュレーション技術による音色改善手法
を開発した。
２．車内音色改善の流れ

車内音色改善手法の流れをFig. 1に示す。開発車
両の車内音を音色分析し，改善すべき音色成分を
明らかにする。次に分析結果に基づき音色シミュ
レーションを行い，改良音見本を作成する。音見
本の試聴と音色シミュレーションを繰り返し，目
標音色を設定する。目標音作成時の音加工データ
を設計に反映させ，改良試作を行う。
３．音色分析

音色分析では，人間の聴感を模擬した分析を行
う１，２）。Fig. 2に分析結果の例としてエンジンゴ
ロゴロ音マップを示す。図から，200～500Hz，
3000rpm以上でゴロゴロ音が大きく，改善すべき
ポイントであることが容易にわかる。
４．車内音色シミュレーション

車内音色シミュレーションに用いる車内音の分
析・合成は実車車内音をもとにFig. 3に示す手法に
よって行う。本手法による合成音は，従来方式３）

による合成音よりも非次数成分 ( ロードノイズ等 )

の再現精度が向上しており，正確な車内模擬音の
作成が可能である。

５．まとめ

音色分析と音色シミュレーションを組み合わせ
た車内音色改善手法を提案した。この手法により，
試作車両数の低減，目標音色の効率的な設定が期
待される。
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Fig. 1 A process of improvement of
car interior noise.

Fig. 2 An example of analysis result of
rumbling noise.

Fig. 3 A method of sound simulation of car interior noise.


